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表 1 扁桃肥大・アデノイ ド肥大 。浸出性中耳炎手術オーダーのパス分析結果
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15年度357%, 平成 16年度349%, 平成 1711度
348%と横はいの状態である


















平成 16年度 748人, 平成 17年度 852人と,平成
16年度から平成度 17年は大きく伸びている 逆紹
介数は,平成 15年度 520人,平成 16年度 700人,


















































投 l」―日数 lヵ月以内 ⇒ 1カ月間保存
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処分薬報告書



























月  日現在 業をそけ取つていない患者
患者名患者こ写      rl















皿。結   果
診療科にお知らせカードを送るまでの日数を短縮
することにより残薬の処分件数が減少した (表1).









7日後残数 2日後残数 処分数 処 / 残 残 /全 処 /全
11年 8141ト 0 29(7)
12年 355件 0 12γ)
13年1～6月 126件 0 09(I)
l3+7-r2E 43(3件 1211′ト 27 9(1)0・31%0 09,1)
13年合計 247件 0 09%
14年 681件 168件 24 7(′) 0 27%0 07(′)
15年 715件 157件 22 0%0 32%0 07(/)
16年 624件 106辛|: 17 0(/)0 36%0 06(I)
17年 544件 71件 13 1(I)0 38%0 05(,,
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栄養課  伊 藤 敦 子
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V.今後 の課題
1 毎月食事会で使用したテーマ内容を記載したパ
ンフレットを教室に参加できなかった患者さんに
も配布し,指導の媒体としても使用したい
2.やさしくわかり易い内容にするなど,高齢者ヘ
の配慮も考えていきたい
3 珍しい料理や,各地の食材を取り入れた料理を
提供する回数を増やし,食文化も伝えられるよう
な献立を提供 し,食の楽しみを伝えたい.
4.食事療法では, 自ら料IFTしてみることが重要な
ため,調llT実習が出来る設備が欲しい。
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5 最近の取り組みでは,作業マニュアルとして食
事会参加の患者さんに「手打ちうとんJを体験し
てもらったが, このような患者参加型のテーマも
増やしていきたい。
Ⅵ.ま と め
以 卜のことを考慮して,患者さんが無理なく継続
できる食事療法を実行してもらうための手助けにな
るような食事会を行っていきたい.
今後も,栄養課職員一同協力して,食事会参加者
に喜んでいただける食事を提供できるように努力し
ていきたい.
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